
だ
さ
い
。

b
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

t
中
学
生
以
上
の
方

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
公
共
施
設
な

ど
に
あ
る
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

m
４
月
6
日
㈪
か
ら
、
は
が
き
ま
た
は
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
受
講
内

容
を
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
子
メ
ー
ル
可
）（
〒
１８７
―
０
０
３
１

　
小
川
東
町
４
―
２
―
１
）
☎
０４２（
３
４

４
）２
１
２
０
、
Akodaira@sjc.ne.jp

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

検
診
検
診

令
和
８
年
度
夏
期

d
左
表
の
と
お
り

b
健
康
セ
ン
タ
ー
（
検
診
車
）

t
市
内
在
住
で
３５
歳
以
上
（
平
成
４
年
３

月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

▪
胃
が
ん
検
診

受
診
で
き
な
い
方
▽
職
場
な
ど
で
受
診
す

る
機
会
が
あ
る

▽
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

▽
胃
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
を
受
け
て
治

療
中
ま
た
は
経
過
観
察
中

▽
胃
・
十
二
指
腸
の
手
術
を
し
た

▽
胃
・
十
二
指
腸
の
病
気
で
、
治
療
中
ま

た
は
経
過
観
察
中

▽
腸
閉
塞
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

▽
腹
部
の
手
術
を
し
て
１
年
未
満

▽
介
助
が
必
要
（
自
力
で
立
っ
て
い
ら
れ

な
い
、
両
手
で
体
重
を
支
え
ら
れ
な
い
、

寝
返
り
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
）

▽
肺
炎
を
起
こ
し
や
す
い
、
飲
み
込
む
力

が
弱
っ
て
い
る
、
誤
嚥
し
や
す
い

▽
透
析
を
し
て
い
る
、
腎
臓
病
な
ど
で
水

分
の
摂
取
制
限
が
あ
る

▽
バ
リ
ウ
ム
を
服
用
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

▽
体
重
が
百
２０
キロ
㌘
以
上
あ
る

c
１
千
３
百
８０
人

n
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
Ｘ
線
撮
影

▪
大
腸
が
ん
検
診

受
診
で
き
な
い
方
▽
令
和
８
年
６
月
以
降

に
指
定
医
療
機
関
で
受
診
す
る
予
定
が
あ

る▽
職
場
な
ど
で
受
診
す
る
機
会
が
あ
る

▽
大
腸
が
ん
検
診
の
精
密
検
査
を
受
け
て

治
療
中
ま
た
は
経
過
観
察
中

▽
大
腸
が
ん
で
、
現
在
治
療
中
ま
た
は
経

過
観
察
中

※
痛
み
や
出
血
、
そ
の
ほ
か
の
症
状
が
あ

る
方
は
、
受
診
前
に
か
か
り
つ
け
医
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

c
１
千
３
百
８０
人

n
便
の
潜
血
反
応
検
査
（
２
日
法
）

※
容
器
（
後
日
、
自
宅
に
送
付
）
に
便
を

自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る

小
平
市
消
防
団

新
体
制
ス
タ
ー
ト

　
４
月
１
日
か
ら
小
平
市
消
防
団
が
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
小
平
市
消
防
団
は
９
個
分
団
百
５０
人
で

編
成
さ
れ
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ
き
、
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た
め
、

生
業
を
持
ち
な
が
ら
、
災
害
発
生
時
に
は

昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
て
い
ま
す
。
地
域

に
密
着
し
、
市
民
の
安
全
、
安
心
に
貢
献

す
る
消
防
団
員
に
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
団
の
新
体
制
は
左
表
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

i
防
災
危
機
管
理
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
８

１
３

男
女
共
同
参
画
推
進

実
行
委
員
を
募
集

　
広
報
誌
ひ
ら
く
（
１０
月
・
３
月
発
行
）

の
企
画
・
編
集
な
ど
を
す
る
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
１
０
４
９

８
５
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

活
動
期
間
令
和
９
年
３
月
末
ま
で

応
募
資
格
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
経
験
は
問

い
ま
せ
ん
）

▽
月
１
・
２
回
の
会
議
（
平
日
ま
た
は
土

曜
日
に
開
催
）
に
半
数
以
上
参
加
で
き
る

c
１５
人

m
４
月
２０
日
㈪
の
午
後
５
時
ま
で
に
、
住

所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、応
募
動
機
（
２

百
字
以
上
４
百
字
以
内
）、
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、電
話
番
号
を
問
合
せ
先
へ（
送

付
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

i
市
民
協
働・男
女
参
画
推
進
課
☎
０４２（
３

４
６
）９
６
１
８
、
Akyodo-danjo@

city.kodaira.lg.jp

外
国
語
講
座
（
通
年
講
座
）
の

前
期
受
講
生
を
募
集

令
和
８
年
度

▪
入
門　
イ
タ
リ
ア
語
講
座（
前
期
１４
回
）

d
４
月
２７
日
～
9
月
２８
日
の
月
曜
日　
午

後
３
時
３０
分
～
５
時

s
１
万
6
千
８
百
円

▪
基
礎　
中
国
語
講
座

（
前
期
１６
回
）

d
５
月
８
日
～
９
月
２５

日
の
金
曜
日　
午
後
１
時
４５
分
～
３
時
１５

分s
１
万
９
千
２
百
円

▪
入
門　
台
湾
華
語
講
座
（
前
期
１６
回
）

d
５
月
８
日
～
９
月
２５
日
の
金
曜
日　
午

後
３
時
３０
分
～
５
時

s
１
万
９
千
２
百
円

︱
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b
学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

c
各
１６
人

※
８
人
以
上
で
開
講
。

m
４
月
１５
日
㈬
ま
で
に
、
申
込
み
フ
ォ
ー

ム
（
左
上
図
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
へ
（
申
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
ほ
か
に
賛
助
会
費
、
テ
キ
ス
ト
代
が
か

か
り
ま
す
。

i
小
平
市
国
際
交
流
協
会
☎
０４２（
３
４
２
）

４
４
８
８

公
園
・
道
路
な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
市
で
は
、
公
園
や
道
路
な
ど
で
、
清
掃

や
緑
化
活
動
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

n
公
園
や
緑
地
、
緑
道
や
歩
道
で
の
清
掃

活
動
、
緑
化
活
動

※
ほ
う
き
や
ご
み
袋
な
ど
は
市
が
用
意
し

ま
す
。

m
問
合
せ
先
へ

i
水
と
緑
と
公
園
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５

５
６
、
道
路
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
８
２
４

た

か

の

台

畑
の
ご
ち
そ
う

第
４
に
ち
よ
う
市

▪
月
に
１
度
旬
の
手
仕
事
か
ら
の
贈
り
物

　
地
域
の
農
家
さ
ん
の
作
物
や
こ
だ
わ
り

食
材
を
生
か
し
た
、
手
作
り
の
お
い
し
い

物
が
集
ま
る
直
売
市
場
で
す
。

d
４
月
２６
日
㈰　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

　
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

※
毎
月
第
４
日
曜
日
に
開
催
（
予
定
）。

b
中
央
公
園
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
、
噴
水
池

広
場
周
辺

n
農
作
物
な
ど
の
直
売
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
、
公
園
の
自
然
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
コ
ラ
ボ
企
画
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
h
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

e
マ
イ
バ
ッ
ク
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
（
必

要
な
方
）

j
こ
だ
い
ら
パ
ー
ク
コ
ネ
ク
ト
グ
ル
ー
プ

h
小
平
市
立
公
園
（
南
西
部
）
イ
ベ
ン
ト

i
畑
の
ご
ち
そ
う
事
務
局・柳
生
☎
０９０（
２

９
４
２
）２
３
０
２

パ
ソ
コ
ン
教
室

小
平
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

▪
４
月
中
旬
～
５
月
の
募
集

コ
ー
ス
自
由
コ
ー
ス
（
受
講
内
容
は
自
由

に
選
べ
る
個
人
授
業
方
式
）

※
パ
ソ
コ
ン
入
門
・
Ｗワ

ー

ド

ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅエ

クｘ�

ｃセ

ル
ｅ
ｌ
も
自
由
コ
ー
ス
に
申
し
込
ん
で
く

国
民
年
金

▪
令
和
８
年
度
の
保
険
料
額

　
令
和
８
年
度
の
保
険
料
額
は
、
１
か
月

あ
た
り
１
万
７
千
９
百
２０
円
で
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、

金
融
機
関・郵
便
局・コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア・
電
子
納
付（
Ｐペ

イ

ジ

ー

ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▪
保
険
料
の
前
納
割
引

　
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払

い
（
前
納
）
す
る
と
、
保
険
料
が
毎
月
納

め
る
場
合
よ
り
割
引
と
な
り
ま
す
。

　
納
付
方
法
ご
と
に
納
付
額
・
割
引
額
・

納
付
期
限
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
所
得
な
ど
の
審
査
を
受
け
、
認
め
ら

れ
る
と
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
な
ど
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
退
職
し
て
学
生
に
な
っ
た

方
は
、
申
請
の
際
に
離
職
票
や
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
な
ど
の
添
付
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▪
国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
決
定

令
和
８
年
・
９
年
度

　
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た（
表
１
）。

詳
し
く
は
、
７
月
に
発
送
す
る
保
険
料
額

決
定
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
が
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
の
４

月
・
６
月
・
８
月
の
保
険
料
は
、
令
和
６

年
中
の
所
得
に
基
づ
き
、
仮
に
計
算
し
た

額
で
す
。

▪
保
険
料
の
軽
減

　
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方
に
対
し
て

保
険
料
の
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

軽
減
特
例
の
一
部
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

（
表
２
）。
詳
し
く
は
、
７
月
に
発
送
す

る
保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
同
封
す
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
被
扶
養
者
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の

受
給
者
、
無
収
入
の
方
な
ど
、
所
得
が
不

明
な
場
合
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
で
、
所
得
の
申

告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
税
務
課
（
市

役
所
２
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
で
、

住
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

i
保
険
年
金
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
３
８

免
除
や
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
認

め
ら
れ
た
期
間
の
あ
る
方
が
、
後
か
ら
期

間
分
の
保
険
料
を
納
付
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
し

て
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
を
増
や
せ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

︱
︱
共
　
通
︱
︱

i
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０
４
２
２（
５６
）

１
４
１
１

▪
年
金
の
予
約
相
談

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の
年
金
事

務
所
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て
い
る

年
金
の
相
談
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

d
月
曜
～
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
４

時m
前
日
ま
で
に
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

や
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど
の
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
の
う
え
、

予
約
受
付
専
用
電
話
（
☎
０
５
７
０（
０５
）

４
８
９
０
）
へ

※
h
で
は
、
相
談
を
希
望
す
る
日
の
前
々

日
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

h
日
本
年
金
機
構　
予
約
相
談

▪
将
来
の
年
金
受
け
取
り
額
を
増
や
し
た

い
方　
付
加
年
金
制
度

　
付
加
年
金
と
は
、
納
付
す
る
保
険
料
に

４
百
円
を
上
乗
せ
す
る
と
、
将
来
受
け
取

れ
る
年
金
額
を
増
や
せ
る
制
度
で
す
。
手

続
き
を
し
た
月
か
ら
の
加
入
で
す
。

　
ま
た
、
産
前
産
後
の
保
険
料
納
付
免
除

期
間
中
も
、
加
入
で
き
ま
す
。

t
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▽
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
２０

歳
以
上
６５
歳
未
満
で
海
外
任
意
、
高
齢
任

意
加
入
中

▽
現
在
、
保
険
料
納
付
の
免
除
や
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い

▽
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な
い

e
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）、
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

※
代
理
人
が
届
け
出
を
す
る
場
合
、
委
任

状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。

※
郵
送
で
手
続
き
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
７
８
４
６
３
）
を
ご

覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

i
保
険
年
金
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
３
１

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

食
物
資
源
循
環
事
業
の

参
加
世
帯
を
募
集

　
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
食

物
資
源
と
位
置
づ
け
、
フ
タ
付
き
バ
ケ
ツ

に
入
れ
て
週
１
回
、
回
収
し
て
堆
肥
化
す

る
食
物
資
源
循
環
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
生
ご
み
の
減
量
、
カ
ラ
ス
対
策
に
も
有

効
な
取
り
組
み
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平
市
h

（
ＩＤ
４
８
３
１
１
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

m
３
世
帯
以
上
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
排

出
場
所
を
決
め
て
、
代
表
者
が
資
源
循
環

課
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
３

５
食
物
資
源（
生
ご
み
）処
理
機
器 

購
入
の
補
助
金
制
度

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を

促
進
す
る
た
め
、
食
物
資
源
（
生
ご
み
）

処
理
機
器
を
購
入
し
た
方
に
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
食
物
資
源
処
理
機
器
を
利
用
す
る
と
生

ご
み
が
減
り
、
カ
ラ
ス
対
策
に
も
有
効
で

す
。
上
手
に
利
用
し
て
、
ご
み
を
減
ら
し

ま
し
ょ
う
。

補
助
金
額
購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上
限

２
万
円
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
小
平
市
h

（
ＩＤ
６
３
）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
予
算
限
度
額
に
達
し

た
時
点
で
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

i
資
源
循
環
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
３
５

ご
み
指
定
収
集
袋

ご
み
指
定
収
集
袋

掲
載
す
る
広
告
を
募
集

掲
載
す
る
広
告
を
募
集

（
外
装
袋
）

（
外
装
袋
）

家
庭
用

家
庭
用

　
掲
載
料
や
掲
載
枚
数
な
ど
、
詳
し
く
は

小
平
市
h
（
ＩＤ
１
２
６
５
８
１
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

m
４
月
６
日
㈪
か
ら
５
月
２９
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
を
電
子
メ
ー
ル
で
問
合
せ
先

へ
（
持
参
・
送
付
不
可
）

※
申
込
書
は
、
小
平
市
h
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

i
資
源
循
環
課
☎
０４２（
３
４
６
）９
５
３

５
、
Ashigenjunkan@city.kodai

ra.lg.jp発
達
が
気
に
な
る

こ
ど
も
の
た
め
の

造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

小
平
市
・
白
梅
学
園
大
学

連
携
療
育
事
業

　
学
生
と
一
緒
に
、
絵
を
描
い
た
り
工
作

を
し
た
り
し
ま
す
。

▪
火
曜
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

d
５
月
１２
日
・
２６
日
、
６
月
１６
日
、
７
月

７
日
・
２１
日
、
９
月
２９
日
、
１０
月
６
日
・

２０
日
、１１
月
１０
日
、１２
月
１
日
・
１５
日
、令

和
９
年
１
月
１２
日
、
２
月
９
日
の
火
曜
日

　
午
後
２
時
４０
分
〜
４
時
１０
分　
全
１３
回

t
市
内
在
住
の
発
達
が
気
に
な
る
ま
た
は

障
が
い
の
あ
る
３
歳
以
上
の
未
就
学
児

▪
土
曜
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

d
５
月
９
日
・
３０
日
、
６
月
２７
日
、
７
月

１１
日
・
２５
日
、
９
月
１２
日
・
２６
日
、
１０
月

１０
日
、
１１
月
２１
日
、
１２
月
５
日
・
１９
日
、

令
和
９
年
１
月
３０
日
の
土
曜
日　
午
後
２

時
４０
分
〜
午
後
４
時
１０
分　
全
１２
回

t
市
内
在
住
の
発
達
が
気
に
な
る
ま
た
は

障
が
い
の
あ
る
小
学
１
年
～
３
年
生

︱
︱
共
　
通
︱
︱

b
白
梅
学
園
大
学

c
各
１０
人

j
白
梅
学
園
大
学
、
小
平
市

m
４
月
１７
日
㈮
ま
で
（
必
着
）
に
、
は
が

き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
子
さ
ん
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
通
園
・

通
学
先
、
学
年
（
特
別
支
援
学
級
・
教
室

の
場
合
は
学
級
名
）、
生
年
月
日
を
白
梅

学
園
大
学
小
平
市
連
携
療
育
事
業
事
務
局

（
〒
１８７
―
８
５
７
０　
小
川
町
１
―
８
３

０
、
Akodaira.renkei@

gm
ail.

com

）
へ
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
を
全
員
に
通
知
）

i
障
が
い
者
支
援
課
☎
０４２（
３
１
２
）１
３

８
５
、
V
０４２（
３
４
６
）９
５
４
１

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
を
受
診
し
た

（
国
の
指
針
で
受
診
は
２
年
に
１
回
）

▽
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

▽
授
乳
中
ま
た
は
断
乳
後
半
年
未
満
で
あ

る▽
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
る

▽
豊
胸
手
術
を
受
け
て
い
る

▽
脳
内
チ
ュ
ー
ブ
（
シ
ャ
ン
ト
）
を
し
て

い
る

▽
胸
部
外
傷
で
治
療
中
で
あ
る

▽
以
前
に
精
密
検
査
を
受
け
、
医
療
機
関

で
治
療
中
お
よ
び
経
過
観
察
中
で
あ
る

▽
申
込
み
後
に
市
外
へ
転
出
し
た

※
身
体
が
不
自
由
な
方
は
、
安
全
管
理
の

都
合
上
、
受
診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

n
▽
乳
が
ん
…
問
診
、乳
房
Ｘ
線
検
査（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

▽
子
宮
頸
が
ん
…
問
診
、
視
診
、
内
診
、

細
胞
診

m
４
月
５
日
㈰
か
ら
１２
月
２８
日
㈪
ま
で

に
、は
が
き
に
必
要
事
項（
左
上
図
参
照
）

を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
不

可
、
先
着
順
）

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部・西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
３
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
検
診
票
な
ど
は
、
５
月
上
旬
以
降
順

次
、医
療
機
関
よ
り
発
送
す
る
予
定
で
す
。

i
健
康
推
進
課
☎
０４２（
３
４
６
）３
７
０
０

子
宮
頸
が
ん
検
診

令
和
８
年
度

　
次
の
い
ず
れ
か
の
検
診
が
選
べ
ま
す
。

▪
①
小
平
市
・
国
分
寺
市
の
指
定
医
療
機

関
で
の
検
診

d
５
月
１
日
㈮
～
令
和
９
年
２
月
２８
日
㈰

c
２
千
人

▪
②
公
立
昭
和
病
院
で
の
検
診

d
６
月
～
１０
月
の
水
曜
日　
午
後

c
２
百
人︱

︱
共
　
通
︱
︱

t
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
（
平
成
１９
年
３

月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

受
診
で
き
な
い
方
▽
令
和
７
年
度
に
小
平

市
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
（
国
の

指
針
で
受
診
は
２
年
に
１
回
）

▽
精
密
検
査
を
受
け
て
現
在
治
療
中
ま
た

は
経
過
観
察
中
で
あ
る

▽
申
込
み
後
に
市
外
へ
転
出
し
た

n
問
診
、
視
診
、
内
診
、
細
胞
診

m
４
月
５
日
㈰
か
ら
、
①
は
令
和
９
年
１

月
３１
日
㈰
ま
で
、
②
は
５
月
３１
日
㈰
ま
で

に
、
は
が
き
に
必
要
事
項
（
右
図
参
照
）

を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
不

可
、
先
着
順
）

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部・西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
3
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
検
診
票
な
ど
は
、
①
は
４
月
下
旬
以

降
、
②
は
５
月
上
旬
以
降
、
順
次
発
送
予

定
で
す
。

i
健
康
推
進
課
☎
０４２（
３
４
６
）３
７
０
０

採
取
し
、
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
。

※
大
腸
が
ん
検
診
は
、
特
定
健
康
診
査
、

一
般
健
康
診
査
と
同
時
に
指
定
医
療
機
関

で
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
（
ど
ち
ら

か
一
方
の
み
受
診
可
）。
そ
の
場
合
は
、

市
へ
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

︱
︱
共
　
通
︱
︱

※
当
日
の
問
診
で
受
診
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

m
４
月
５
日
㈰
か
ら
左
上
表
の
締
切
日
ま

で
に
、は
が
き
に
必
要
事
項（
右
図
参
照
）

を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
不

可
、
先
着
順
）

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部・西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
３
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
申
込
み
後
、
受
診
票
が
到
着
す
る
ま
で

受
診
日
時
の
回
答
、
希
望
日
時
の
変
更
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
小
平
市
h
（
ＩＤ
１
１
３
９

２
３
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

i
健
康
推
進
課
☎
０４２（
３
４
６
）３
７
０
０

成
人
歯
科
健
診

令
和
８
年
度

d
６
月
１
日
㈪
～
令
和
９
年
２
月
２８
日
㈰

b
市
内
指
定
医
療
機
関

t
市
内
在
住
で
２０
歳
以
上
（
平
成
１９
年
３

月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

※
申
込
み
後
に
市
外
へ
転
出
し
た
方
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

n
問
診
、
指
導
、
歯
の
検
査
、
歯
周
病
検

査m
４
月
５
日
㈰
か
ら
令
和
９
年
１
月
３１
日

㈰
ま
で
に
、
は
が
き
に
必
要
事
項
（
右
図

参
照
）を
記
入
の
う
え
、問
合
せ
先
へ（
電

話
不
可
）

※
健
康
セ
ン
タ
ー
、東
部・西
部
出
張
所
、

動
く
市
役
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
（
3
面
欄
外
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
健
診
票
は
、
５
月
下
旬
以
降
に
順
次
発

送
し
ま
す
。

i
健
康
推
進
課
☎
０４２（
３
４
６
）３
７
０
０

乳
が
ん・

乳
が
ん・子

宮
頸
が
ん

子
宮
頸
が
ん

セ
ッ
ト
検
診

セ
ッ
ト
検
診

令
和
８
年
度

d
６
月
１
日
㈪
～
令
和
９
年
２
月
２８
日
㈰

b
①
小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小

金
井
市
本
町
６
―
１４
―
２８
）、
②
小
金
井

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
金
井
市
本

町
２
―
１
―
１２
）

s
１
千
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
、
受
診
時
に
生
活

保
護
受
給
証
明
書
を
医
療
機
関
に
提
出
す

れ
ば
自
己
負
担
な
し
。

t
市
内
在
住
で
４０
歳
以
上
（
昭
和
６２
年
３

月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
女
性

c
①
２
千
人
、
②
４
百
人

受
診
で
き
な
い
方
▽
令
和
７
年
度
に
小
平

市
子
宮
頸
が
ん
検
診
ま
た
は
乳
が
ん
検
診

消防団体制
退団者（ ３月３１日付）
所　属 最高階級 氏　名
第一分団 班 長 田口　恵輔
第二分団 団 員 倉科幸太朗
第三分団 副分団長 古川　健一
第四分団 分 団 長 倉茂　順教
第五分団 団 員 駒形　翼
第七分団 分 団 長 前田　浩之
第八分団 部 長 小出　貴洋
第八分団 団 員 藏之内椋斗
第九分団 団 員 杵鞭　壮祐

入団者（ ４月 １日付）
所　属 階級 氏　名
第二分団 団員 三好　海斗
第三分団 団員 浅井　隆之
第四分団 団員 緒方順一郎
第五分団 団員 澤田　将太
第七分団 団員 宮田　一也
第八分団 団員 髙杉　慧
第九分団 団員 柳下　眞幸
第九分団 団員 須加　雄大

所　属 階　級 氏　名

第五分団

分 団 長 小尾　祐太
副分団長 山口　雄大
部 長 髙橋　俊之
部 長 吉本　裕幸
部 長 川里　雅法

第六分団

分 団 長 竹内　直輝
副分団長 中里　航
部 長 嶋﨑　克典
部 長 小澤　佳己
部 長 中島　雅幾

第七分団

分 団 長 横田　哲也
副分団長 城戸　純平
部 長 島嵜　朝也
部 長 重田　昌成
部 長 根岸　玄

第八分団

分 団 長 島﨑　一義
副分団長 小澤順一郎
部 長 箕輪　智之
部 長 小林　栄二
部 長 粕谷　優喜

第九分団

分 団 長 藤井　祐貴
副分団長 伊藤　琢磨
部 長 源馬　和善
部 長 藤原　晶太
部 長 茅原　隆之

所　属 階　級 氏　名

本 団

団 長 石井　良勝
副 団 長 寺澤　優友
副 団 長 和久井茂文
副 団 長 加藤　宏康

第一分団

分 団 長 若林　哲也
副分団長 丹生　秀樹
部 長 小野　幹雄
部 長 清水　大
部 長 師岡勇一郎

第二分団

分 団 長 金子　貴志
副分団長 藤本　貴章
部 長 小野　隆康
部 長 村野　幸徳
部 長 吉沢　昭男

第三分団

分 団 長 友野　貴史
副分団長 関　直弥
部 長 山下　祐史
部 長 大澤　優彦
部 長 新前　晃司

第四分団

分 団 長 倉冨　洋平
副分団長 高橋　義行
部 長 岩崎　充孝
部 長 飯田　美康
部 長 齋藤　俊明

胃がん・大腸がん検診申込み

※日程表から選択。複数記入可。
・あり（　　　　　　）・なし

６　胃がん検診の希望日
③大腸がん検診のみ（希望日不要）
②胃がん検診のみ
①胃がんおよび大腸がん検診の両方

５　希望する検診（いずれかの番号を記入）
４　電話番号　　　－       －
（大正・昭和 ・平成）　年     月     日

３　生年月日
小平市

２　住　所 　〒187－
１　氏　名  

ふりがな

成人歯科健診申込書

４　電話番号　　　－       －

　　年     月     日(　　歳)
３　生年月日

小平市
２　住　所 　〒187－

１　氏　名  
ふりがな

成人歯科健診申込書

４　電話番号　　　－       －

　　年     月     日(　　歳)
３　生年月日

小平市
２　住　所 　〒187－

１　氏　名  
ふりがな

乳がん・子宮頸がんセット検診申込書
【40歳以上の女性の方】

４　電話番号　　　－       －

〈実施医療機関〉
希望する医療機関の番号を記入

（大正・昭和）　年     月     日
３　生年月日

小平市
２　住　所 　〒187－

①小金井つるかめクリニック
②小金井メディカルクリニック

１　氏　名  
ふりがな

子宮頸がん検診申込書

５　希望検診場所
　　いずれかの番号を記入

４　電話番号　　　－       －
（大正・昭和 ・平成）　年     月     日

３　生年月日
小平市

２　住　所 　〒187－
１　氏　名  

ふりがな

①小平市、国分寺市の指定医療機関
②公立昭和病院【申込期限：5月31日まで】

令和 ８年度夏期胃がん・大腸がん検診日程

検診日
（男性・女性）

検診日
（男性のみ）

検診日
（女性のみ）

申込み
締切

受診票
発送時期

６
月

５日（金）
８日（月）
９日（火）
１３日（土）
１５日（月）
１６日（火）
１７日（水）
１９日（金）
２０日（土）
２４日（水）
２５日（木）

４日（木） １２日（金） ４月１９日
（日）

４月 ５日（日）
～１９日（日）に
申し込んだ方
… ５月下旬

４月２０日（月）
～ ５月３１日（日）に
申し込んだ方
… ６月下旬

７
月

３日（金）
４日（土）
６日（月）
１０日（金）
１１日（土）
１４日（火）
１５日（水）
１７日（金）

７日（火） １３日（月） ５月３１日
（日）

※�検診時間は、午前 ８時４５分～１１時３０分の間で、市が指定します。時間指定
はできません。
※�日ごとの受診者数に限りがあるため、希望通りにならない場合があります。

表 １　令和 ８・９年度の保険料率

被扶養者だった方の軽減

※�保険料計算のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額および山林
所得金額ならびに株式・長期（短期）譲渡所得金額などの合計から地方
税法に定める基礎控除額（合計所得金額が２,４００万円以下の場合は４３万
円）を控除した額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

＝ +
子ども・子育て

支援金分（子ども分）
１００円未満切捨て

（賦課限度額 ２万 １千円）

医療分

１００円未満切捨て
（賦課限度額８５万円）

年間保険料額

53,300円 保険料計算のもととなる
所得金額※×9.88％

＝ +均等割額 所得割額
医療分

1,300円 保険料計算のもととなる
所得金額※×0.26％

＝ +均等割額 所得割額子ども・子育て
支援金分

（子ども分）

（賦課限度額
８７万 １ 千円）

後期高齢者医療制度の対象となった日の前日まで会社の健康
保険など（国保・国保組合は除く）の被扶養者だった方の均
等割額は、資格取得から ２年を経過する月まで ５割軽減、所
得割額は当面の間かかりません。

均等割額の軽減
表 ２　均等割額および所得割額の軽減

同じ世帯の被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計し
た額」をもとに均等割額を軽減しています。

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減割合
４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）×
１０万円以下 ７ 割※
４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）×
１０万円＋（３１万円×被保険者の数）以下 ５ 割
４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－ １）×
１０万円＋（５７万円×被保険者の数）以下 ２ 割

※�令和 ８年度の均等割額については、「医療分」に限り、軽減割合
が「７.２割」となります。

▷�６５歳以上で公的年金等控除を受けた方は、さらに高齢者特別控除
１５万円を控除します。 

▷�世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定す
る対象となります。

▷毎年度 ４月 １日時点で世帯の判定をします。
所得割額の軽減

被保険者本人の ｢保険料計算のもととなる所得金額｣ をもと
に所得割額を軽減しています。

保険料計算のもととなる所得金額 軽減割合
１５万円以下 ５０％
２０万円以下 ２５％
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Digi　Police（デジポリス）は、警視庁が都内の犯罪発生情報や防犯情
報をお届けするアプリです。市内で発生した特殊詐欺のアポ電情報もす
ぐにお知らせするほか（プッシュ通知します）、特殊詐欺対策として、
国際電話からの着信通知を遮断できるようになりました。　小平警察署 Android iOS

◇�市報が届かないなどの配布のお問い合わせは、（株）小平広告（☎０１２０（９４４）９００）へ（平日の午前
9時〜午後5時）。配布方法、配布場所の詳細は、小平市h（右図QRコード）からご覧になれます。

電子申請一覧
（申込みフォーム）


